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研究の要約
新しい学習指韓要領では,各教科等における ｢言語活軌Jを重視する方向性が示さ
れた｡算数科においても r言語活動の充実｣の観点から,子どもが考えたことを表現
したり,現明したりする活動を取り入れ,数学的な思考力の育成を凶ることが求めら
れている｡
そこで,本石JF究では,ことばのもつ働きに滋目し ｢ことばで思考する｣rことばで
コミュニケー トする｣という視点から言語活動の充実を挺lり,第数授業の ｢自分なり
の考えをつくる｣r友だちと考えを練 り会 う｣過程でどのように数学的な思考力を伸
ばしていけばよいかを探っていく｡
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1 数学的な思考力と官幣活動
(1)｢言語活動｣重視の背景
①r知識基鮮社会｣への対応
｢知識基盤社会｣の時代において,ますます
_qlr要となるr生きるノJJという理念が継承され,
知識 ･技能の習得や思考力 ･判断力 ･表現力等
の育成のバランスを延視するとともに,あらゆ
る学習の基盤となる言語の能力について,国語
科のみならず,各教科においてその育成を重税
することが求められている｡
②言語活軸を通した授業改善
言語は知的活軸やコミュニケーション,感性
･情緒の塵盤であり,国語科において読み潜き
などの益本的な力を定着させた上で,思考力 ,
判断力 ･表現力等の能力を教科横断的に育成す
るために,記録,祝明,論述,討論といった学
習活動を充実させることが求められている｡
算数科においても｢言語悟動の充実)の観点か
ら,考えたことを表現したり,説明したりする
活動を取り入れ,数学的な思考力を育成を図る
ことが探題となっているO
(2)｢思考｣｢コミュニケーション｣として
のことばの働き
① ｢思考｣の側面としての言静情動
･自分なりの考えをつくること
子どもはことばで思考している｡ことばで/rTLIT.
考するとは,罪数授繁では自分なりの考えをつ
くるときに,考えの根拠を明らかにし,それを
もとに推論することである｡
*岡山大学教育学部附属小学校
コミュニケーション
子どもが,既習中頃となる知放 .技能,考え
方や操作を考えの根拠として,｢類比的な思考｣
｢帰納的な思考｣｢演得的な思考｣を働かせて,
自分の考えをつくることができるようにするこ
とが大切である｡
② rコミュニケーション｣の側面としての
官話活動
･分かりやすく説明する活動
自分の考えを友だちに分かりやすく説明する
た糾 こは,どんな拠り所となる知織や考え方を
使ったのかという ｢考えの根拠｣が明確でなけ
ればならない｡また,拠り所とする知識や考え
方をどのように活用 して考えを進めたのかとい
ラ,｢考えの筋道｣を構造化 して述べることが
大切である.つまり,これら ｢考えの根拠｣｢考
えの筋道｣｢言柴,敬,式,図,数LB:線などの
井数的虞現｣が一体化した説明になってはじめ
て,友だちへの分かりやすい鋭明になり,考え
が共有されよりよい考えに深化 ･礎展できると
･考える｡
《分かりやすい説明の条件》
㌔ = ¥ 三 言 +匝 司 車 中 算数的衷
･友だちと練りとげる活動
子どもはコミュニケーションの道具としてこ
とばを使っているO算数授男では,ただのおし
ー 3 5 -
べ､べ りでは新 しい妄i数はつくることができな
い｡言下放校業では,ただ考えを説明するだけで
1亡く.伝えあう中で考えを発展させていく必要
が.･'/)ら.そのために,説明する活動の後に,辛
えを)i;有 し,簡潔 ･明瞭 ･一般作などU)槻点か
ら見直し,よりよい考えに練 り上げられるよう
にすることが大切であるO
〔l分なりに考えをつくり.
それぞれの考えを ｢簡単か｣｢分
か りやすいか｣｢いつでも使 える
か｣などの視点で見粧 し,よワ上
いYjえを見出す伝えあう所動
2 数学的な思考力を伸ばす授業の実際
第6学年 ｢異分母分数の大きさ比べ｣
(1)単元名 異分母-分数の大きさ比べ
(2)単JL削票
･/)数で表すよさがわかり.進んで分数の性徴を調べ
たり, 異分胡=分数のたし芥 ･ひき符a)計許の什坊を
P,えたりしようとする｡ (関心･意欲 ･懐度)
･等Lい/分数の作り方や通分の仕方を見川したり,過
分の仕方を悼ヶ⊂典分ETJ･分数のたし碍 ･ひき井の計
も)の仕方を考えたりすることができる｡
(敏･if的な考え_方)
･柁分母･分数U)たし第 ･ひき節の計算が止Baiにでき
る｡ (技能)
･等しい分数とその他質を知り,分敬の約分や通分が
分かる｡ (知識 ･】型解)
(3)摘草計画 (全10時間)
第一次 男分母分数の大小比較をする｡(5時間)
節1時 ｢大きさくらべゲーム｣をする中で ｢単位
の追う分数の大きさの比べ方やひき弟仕方
を考えていこ;)｣という単11:の淵 づくり
第2時 等しい分数の作り方
第3特 約/J)a).CJ':味とft方
第4時 通分の意味と化方 (本時)
第5時 最小公修敬を使-ノての通分
第~.次 兄/)推t分数の加減計令をする｡(3時桝)
第三次 異分仕分敏の大小比較や加練計苛を描川した
Fi覗白づくV)をする｡(2時間)
(4)算牧的活動の工夫
(D等しい分数の作り方や公倍数のIF,え方を活川して
自分0)考えをつくる活動
分母u)違う2/3と3/5の大きさはすぐに比べられ
ないことに気づいた子どもが,既習の2/3や3/5に
等しい分数を作ったり,分冊の3と5の公倍数を号え
て分際をrFIJじにして比べることができるように放式や
吉姫で自分の考えを逝く活曲を放り込む0
倍)2/3と3/50)大きさu)比べ方を魂P)1~る暗drJ)
日分で考えを持った後,子どもがそれぞれの考えの
よさをとらえることができるように,等しい分故の作
り方や公倍数の考え方を恨処にしながら,2/3と3/
5の人きさの比べ方を順拝よく説IlJJする繕glJ)をlriり込
む
(5)木崎の展開 (第一次第4時)
G本時の目標
2/3と3/5の大小比較のノア法を考える中で,単化
の追う分散は分母の公倍数に着目Lて単位をそろえれ
ば,どちらがどれだけ人きいかが簡単に分かることに
気づき.鴨分母分数の大小比較の方法を鋭明ナること
ができる｡(数学的な考え方)
②本時の流れ
課題をつかむ場面
指坊のポイント
単元の私人で始り上げた数カー トを提示しなが
ら,単元の此頓に振り返らせ r3/5と2/5｣
｢1/2と2/4 は大小比巌の方法を説明でき
るようになったが ｢2/3と3/5｣はすぐに説
明できないことに気づきやすくする｡
T 敬の大きさ比べをしていましたね}
(｢3/5と2/5J｢2/3と3/5｣rl/2
と2/4｣のカー ドを鼎板に貼りながら,)
この中です~ぐに大きさ比べができたのはどれでし
たか｡
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C 3/5と2/5はすぐにわかりましノこ 3/5は
1/5が3つ分で2/5は1/5が2つ分だから
です｡
C 単位が1/5でそろっているから,大きさが比べ
られます｡
C 1/4と2/4もすぐわかりますc1/2の分社
と分子に2をかけると2/4になります㌔ 単位 が
そろっていなくても,等しい分数を作っていけば
分かりました.
C 2/3と3/5はすぐには分かりません｡
T どうしてですれ
C 2/3の単位は1/3で3/5の単位は1/5だ
から,単位がそろっていません｡
C 何とか単位をそろえたら,比べられるかもしれよ
せん｡
考え0分母0)公倍数にJt7-日して
分母の3と5の蚊小公倍数は 15だから
分取と分子に5をかけて
2 10
3 15
分母と分子に3にかけて
3 9
5 15
蓋 と霊 では fi;の方が人きいから
り
盲の方がた だけ大きい
考え①分数を小敬に此して
分数はわり弟に虹すと
号-2÷3-0･6666- -
言 - 3 ÷ 5-0 6
0.6666II･･と0.6では
0.6666･
だけ大きいから､
だけ大きい｡
このように,どうすれば2/3と3/5の大小比較
かできるかの見通しについて話し合うことにより.分
母を同じにすれば大きさが比べられそうなことに気づ 話し合いの場面
かLf,本時の課題を ｢2/3と3/5はどちらがどれ
だけ大きいのかはっきりさせよう｣と決めた｡
自分の考えをもつ場面
指導のポイント
どんな既習事項を使って大きさを比べたのかノー
トに数式や舌炎で磨く活軌にすることにより,等
しい分数の作り方や公倍数の考え方などの既習Ⅶ
項を活用しやすくする｡
子どもの考え
考え㊨ 等しい分数を古き並べて
-⑬-ij
二一一二
i96 とfi では fiS の方が大きいから
号の方がii; だけ人きい
2 468.-=-=三-=
3 6912
冒-蓋-鳶
指串のポイント
書芸至芸;呂二呂……
それぞれの考えを1つ1つ取り上げて根拠を明ら
かにしながら説明させ,共通点や相違点に着日さ
せながら話し合わせることにより,それぞれの考
えのよさをとらえやすくする｡
C 私は2/3と3/5の等しい分数を作ってみまし
た｡2/3を倍分していくと2/3-4/6-
6/9-8/12-10/15-12/18-･
- と続きます｡
3/5を僚分していくと6/10-9/15で単
位が】/15にある分数が見つかったので,
10/15と9/15を比べて,2/3の方が大
きいと分かりました｡
C ぼくは,分母の/j^1音数に目をつけました
樹立が同じだと比べられるので,分母をそろえる
ために3と5の公倍数を考えると15になりまL
Tl 分母を15にするために,2/3の分母と分
子に5をかけ,3/5の分母と分子に3をかけま
した｡10/15と9/15になるので2/3の
方が大きいと分かりましたノ
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C ぼくは,分数を小数に直してみました｡2/3は
2÷3に直せるので計許して0.666･･I
3/5は3÷5に直せるので0.6になります｡
だから2/3の方が大きいと分かりましたo
C 分数を小数に直す考えは,どちらが大きいかは分
かるけど,どれだけ大きいかがはっきりしません｡
C 等しい分数を作っていく考えはTF_確だけど,公倍
数を見つける考えの方が簡単に判′立が同じ分数を
見つけることができると思います｡
T 分母の公倍数に目をつける々 えがでてきたけど,
分子の公倍数を探していく考えもあるんじゃない
かな｡
C 間迎いじやないと思うけど,分子の公倍数をみつ
けて比べても,単位がそろっていないから.どれ
だけ大きいかは比べられないと思います｡
C やっぱり,分母の公倍数に日をつける考えが,輿
位がそろって大きさが比べやすいし,冊単だと.世､
います｡
このようによりよい考えを探らせ.｢どちらがどれ
だけ人きいかが分いつでもわかる｣という観点からそ
れぞれの考えを見虚し◎分母の公倍数にIf日する考え
のよさに乾けきやすくしたO
さJ)に.3/4と5/7などの場合について考える
活動を放り入れることにより,分母の公恰教に着目す
るよさを確かめやすくした.
｣ 外 丁 .･.~~n ｢
第6学年 ｢分数のわり算｣
-3/5÷2/3の計算～
(1)単元で, 分数のわり界
(2)単元日収だ
･分数のわり芥の使われる場血を知り進んで使
おうとする｡ (関心 ･意欲 ･態度)
･わり'57の性質や面榊Lglをもとに分数のわり算
の計算の仕方を考えることができる｡
(数学的な考え方)
･分数のわり罪の計罪がil三確にでき,適用をは
かることができる｡ (技能)
･分数のわり算の意味や計欝の仕方が分かるL,
(知識 ･理解)
(3)指導計画 (全5時間)
第 1次 分数のわり算の意味を考え,単元の
課題をつかむ.
第2次 分数のわり算の仕方を考える｡
笥1時 3/5÷2
第2時 3/5÷1/3
第3時 3/5÷2/3 (本時)
第3次 分数のわり算を用いた問題づくりを
する｡
(4)罪教的精勤の工夫
Q)わり第0)性質や面相図を使って考える活動の
工夫
3/5÷2/3の計算J)仕方を考える際には
既習のわり第 0)l:質を使って,9/5÷2のよ
うにわる数を整数に直したり,分母の最/ト公倍
数をかけて9÷10の上うに解散同十のわり諒
にしたり,わる数の逆数をかけてわる数を 1に
Lたりする｡
②わり算の性質や面相図を根拠に説明し,公式
を見山す話し合いの工夫
3/5÷2/3の計算の化方について話し合
う際には,わり算e)性質や而棚l呈1をもとに脱明
できるよ=)にし.いろいろな考えを比較検糾さ
せて･与えの典胤たを話し合わせるようにするこ
とで,どんな/})数IF17士のわり節でもわられる数
にわる牧の逆数をかければ答え/うミいつでも求.>J)
れることに気づきやすくする｡
(5)小暗の腺朋 (節_次第3時)
くつ本日T'手の目標
3/5÷2/3の計算の仕方を既習のわり弟
の性質や面相図を使って考え,どんな分数同L
のわり許でもわられる数にわる数の逆数をかけ
れば答えがいつでも求めれることが説明でき
る｡
②本時の流れ
課桟をつかむ場面
次のような条件不足の問題をJ,Jt示 し,口にい
ろいろな数値を入れて考え,3/5÷2や3/
5÷1/3,3/5÷2/3などを立式するこ
とで,既習と木曽を盤U.しやすくした｡
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(問題)
3/5rJのかベをロ dlでぬれるペンキが
3/5÷2や 3/5÷1/3はil罪の仕方が
既習で,3/5÷2/3の計界の仕方が未胃で
あることを想起させたあと,3/5÷2/3の
計第の仕方は何を使 うと考えやすいのかを問い
かけわる数の2/3を整数化したり,両軸図を
使ったりすればよいという見通しをもたせ,本
時のめあてを ｢⊥夫して3/5÷2/3の計罪
の仕方を考えよう｣と決めたq
■-
自分の考えをもつ場面
指串のポイント
わる数を塵数化したり,面構図を使ったりし
て考える活動にする｡
わる数の2/3を鰹数化したり,画相図をtk-
ったりする考えをノー トに記述することで,自
分の考えを寂しやすくした｡
考え㊨ 3をかけて割る数を整数にする
3 2-(
5 3
?
?
…?
…
9
10
考え◎ 公倍数を15をかけて現数にする
3 2
5 3 (旦×15)÷(-32× 15)
- (3×3)÷ (2×5)
5×2
9
10
考え⑨ 3/2をかけて割る数を1にする
考え⑳ 面相図を使って単位のいくつ分で表す
9
m.が(3×3)二で - ni
l0
話し合いの場面
?????? ?
計第の仕方は (考え㊨)から順に一つ一つ取
り上げていき,式の大切なところを丸で囲んだ
り,図と対応させたりして話 し合わせることで.
根拠が何かを明らかにした｡
(考え㊨)～ (考え③)の考えは-つ一つ板
寄し.似ているところをつないで整現すること
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で.どU)考えも分数のかけ静にL圧すことで答え
が収められていることに気付きやすくした
C どの 考えも,吊じようなかけITの式ができ
きています｡
C は じめはわりrtなo)に,途中0)式はどれも
_-しなじかけ弟の式になっいますJ
c かけ芥のJ=巳は .最机のわ り算 U)分母と分子
が入れ侍れった卓)のに/亡っています
こ〝ノように,考えの典.i血点を探 らせていく中
で,分数のわり1-A.1の公式につナ亡がるきまりをみ
つけていくことができた｡
分数のわリ算では.わる数の分母と分子
を入れ替えた分数をかけるとよい｡
△ ☆ △×○
口 ○ □×☆
さらに,わる敏の2/3を5/6や4/7に
変えて考える活軸を工夫することで.分数のわ
り掛 まいつでも分数のかけ3割こ底すと答えが求
められることに気付きやすくした,
3 数学的な思考力を伸ばす授業の省察
白/分で組み ､LI/てた考えを根拠を明らかに Lな
がら説明することで友達とお Jtいの考えを｣も有
し,その考えを簡潔 ･明瞭 ･-般仕などの視点
から見直 し,よりよい考えに発催 させることを
大抑 こする授 菜 づくりをめざした
言語活助の充実の方向椎が打ち柑されている
が,ただ子どもに話 し合 う活動をさせればよい
のではないO 考えを説明する中でお互いの考え
を共有化するたd)の発作は何か,伝えあ うrlで
考えを発娘させていくための二に夫は何かという
ことを常に考えた学習展問にしていくことが大
切であることを2つC/)実践を適Lて実感するこ
とができた｡
子どもが考えを硯明する際には,説明o)構成
要素の ｢根拠｣｢論理｣｢節数的表現｣の三者
が一体化することでお互いの考えが光lg化でき
ること.子どもが伝えあ う際には,簡潔 ･明瞭
･-故他などの観点でノ考えを見直 して,j=_観的
な考えをより客観的な&,えに発展 させていくこ
とのgIf馨性を再伸港できた.
思 考をiLtめるためのことばとコミュニケーシ
ョンの道具としてのことばの役割を磐稚 して ,
授賃を組み立てていくことは,詐数教育のねら
いとする,牧草的な周､考力を育てることに人変
役+I;つと考える¢今後も,さLt)に,考える力を
育てることばの教育を∩指 して取 り組んでいき
たい｡
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